
国連南スーダン共和国ミッション 
United Nations Mission in the Republic of South Sudan (UNMISS) 

《 概  要 》 

２０２４年１０月 

１ 設 立 年 月 ２０１１年７月 

 

２ 設 立 決 議 安保理決議第１９９６号 （２０１１年） 

３ 展 開 場 所 南スーダン 

４ 本部所在地 ジュバ（首都） 

５ 事務総長特別代表 ニコラス・ヘイソム（南アフリカ） 

  軍事司令官 スブラマニアン中将（インド） 

６ 活 動 期 限 ２０２５年４月３０日 

（安保理決議第２７２９号（２０２４年）） 

７ 予算            約１２億３, ７８９万ドル（２０２４年７月～２０２５年６月） 

８ 経緯 

（１） スーダンでは、１９８３年以降、スーダン政府とスーダン人民解放運動・軍（ＳＰＬＭ/Ａ）との間で２０

年以上にわたって、資源、権力、宗教、民族自治等をめぐり戦闘が続いていたが、２００５年１月、

両者はスーダン南部における一定の自治権、より公平な経済的資源の配分等について定める南

北包括和平合意（ＣＰＡ）に署名した。同年３月、安保理は決議第１５９０号を採択し、ＣＰＡ履行の

支援等を任務とする国連スーダン・ミッション（ＵＮＭＩＳ）を設立した。 

（２） ２０１１年１月、ＣＰＡ履行の一環として、南部スーダンの分離・独立の是非を問う住民投票が実施

され、約９９％が南部スーダンのスーダンからの分離を支持する結果となった。同年２月、スーダ

ン政府はこの結果を受け入れ、同年７月９日に南スーダン共和国が独立した。 

（３） 国連安保理は、南スーダンに平和の定着と安定をもたらし、同国が効果的かつ民主的に国内を

統治し、近隣国と良好な関係を確立する能力を強化することが必要であることから、決議第１９９６

号を採択し、同日付で国連南スーダン共和国ミッション（ＵＮＭＩＳＳ）を設立した。 

（４） ２０１３年１２月、政治指導者間の政治的争いと、引き続き起こった衝突に起因して急激に悪化し

た南スーダンの治安と人道危機を受け、他のＰＫＯミッションから要員を転用することでＵＮＭＩＳＳ

部隊を一時的に増強することを決定する安保理決議第２１３２号が全会一致で採択された。 

（５） ２０１４年３月、国連事務総長は混乱の長期化を受け、要員の上限引き上げを少なくとも今後１２

か月間継続すべきとの報告を発表した。また、当面ＵＮＭＩＳＳの活動を平和構築、国家建設及び

国家の機能強化から変更することとし、その焦点を文民の保護、人権保護及び人道支援のため

の環境構築とすることを提案した。この報告を受けて、同年５月、部隊人員及び警察要員の上限

引き上げの継続とマンデートの変更等を内容とする安保理決議第２１５５号が全会一致で採択さ

れた。 

（６） ２０１５年８月、ＩＧＡＤ（政府間開発機構）及び関係諸国等による調停の下で、南スーダンにおける

衝突の解決に関する合意文書（以下、「合意」）が署名された。当該合意を受けて、同年１０月安保

理決議２２４１号が採択された。同年１２月には、ＵＮＭＩＳＳのマンデートを延長すること等を内容と

する安保理決議２２５２号が採択された。 

（７）２０１６年７月、ジュバ市内の治安情勢が急激に悪化し、キール大統領派（ＳＰＬＭ主流派）とマシャ

ール第１副大統領派（反主流派）との間で衝突が発生し、その後、両派の兵士に敵対行為停止

命令が出された。同年８月、国連安保理は、ジュバ市内の治安の改善等を目的に、新たに地域

南スーダン 



保護部隊（約４，０００名）を創設すること等を内容とする安保理決議２３０４号を採択し、安保理決

議２２５２号で定めたマンデートを同年１２月１５日まで延長することを決定した。 

（８）上記７月の衝突事案に関連し、オンディエキ軍事部内司令官（ケニア出身）が解任された。ＵＮＭＩ

ＳＳに１，０００名を超える要員を派遣するケニア政府は、これに強く異を唱えＵＮＭＩＳＳからの部

隊撤収を決定した。 

（９）２０１７年３月、日本政府は、１１次にわたり派遣してきた施設隊の活動終了を決定、同年５月末を

もって撤収を完了した（司令部要員の派遣は継続）。 

(10)２０１８年９月、キール大統領及びマシャール前第１副大統領を含む関係者は、「再活性化された

衝突解決合意（Ｒ－ＡＲＣＳＳ）」に署名。２０２０年２月、南スーダンの首都ジュバにおいて、国民

統一暫定政府が設立された。 

（11）２０２２年８月、Ｒ－ＡＲＣＳＳ当事者間で南スーダン和平プロセス暫定期間の２年延長（２０２３年

２月を２０２５年２月）が合意された。 

（12）２０２４年４月２９日、安保理は決議第２７２９号を採択し、UNMISS のマンデートを１年間延長する

ことを決定した。 

（13）２０２４年９月、Ｒ－ＡＲＣＳＳ当事者間で南スーダン和平プロセス暫定期間の２年間の再延長（２０

２５年２月を２０２７年２月）が合意された。 

９ 任務（安保理決議第２６７７号） 

（１） 文民保護 

（２） 人道支援実施に資する環境作り 

（３）「再活性化された合意」及び和平プロセスの履行支援  

（４）国際人道法違反及び人権侵害に関する監視、調査及び報告 

１０ 地域保護部隊の任務（安保理決議第２３０４号） 

 以下を行うための、全ての必要な手段（必要な場合の強固な行動の実施・積極的な巡回を含む）

をとる権限が与えられた。 

（１）ジュバ内外又は周辺における安全かつ自由な移動のための環境作り 

（２）空港が操業可能な状況を維持するための空港の防衛、及び事務総長特別代表によって認定

される、ジュバ市民の福利のために不可欠な主要施設の保護 

（３）国連文民保護サイトその他の国連施設、国連職員、人道支援関係者、又は文民に対する攻

撃を計画していると確信できる、又は、攻撃を実施するいかなる主体に対して、直ちにかつ効

果的に対処すること 

１１ 派遣規模 

 （１）軍事・警察要員（計１５，４０７名） ※２０２４年７月３１日時点 

 ・警察要員（個人）：６５５名 ・警察部隊要員：８４９名 

 ・軍事要員(個人)：２２９名 ・軍事部隊要員：１３，２４９名 ・司令部要員：４２５名 

           （２）文民要員（計２，２７４名） ※２０２４年７月時点  

 ・国際文民要員：８７８名 ・現地文民要員：１，３９６名 

 （３）国連ボランティア（計４１８名） ※２０２４年７月時点 

１２ 要員派遣国 ※２０２４年７月３１日時点 

ルワンダ、インド、ネパール、バングラデシュ、エチオピアなど計７６か国 

（詳細：国連ＤＰＯ要員派遣国統計 

https://peacekeeping.un.org/sites/default/files/04_country_contributions_detailed_by_mission_76_july_

2024.pdf） 



１３ 犠牲者数 ※２０２４年８月３１日時点 

 １４１名（事故：２１名、病気：９９名、悪意ある行為：１５名、その他：６名） 

１４ 我が国の要員派遣 ※２０２４年１０月時点 

（１）司令部要員       ６名（２０１１年１１月から派遣中） 

（２）施設部隊        第１次～第１１次隊(各約３５０名)（２０１２年１月～２０１７年５月） 

 

（参照：国連ＤＰＯ ＵＮＭＩＳＳウェブサイト https://unmiss.unmissions.org/） 

 


